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青年期の妄想的観念と自意識 ・他者意識の関連

石 光 美 紀

【要 旨 】

丹野 ・石垣 らによるPDI(PetersetalDelusionInventory)日 本語版 に関す る先行研究を踏 まえ、本研究では、

PDIの 項 目再検討を主た る目的 として、調査 ・分析を行 った。その結果、PDIに 十分 な信頼性 のあることが再検証 さ

れ た。 また、 自意識及び他者意識 との関連 を調べた結果、 自意識の高い者はPDIの 得点が高 く、妄想的観念 を抱き

やすい ことがわかった。 さらに、 自意識 ・他者意識の下位尺度 とPDIと の関連 を分析 した所、公 的自意識 と空想 的

他者の得点の高い者が、妄想的観念 を抱きやす く、また、その妄想 の苦痛度 ・心的 占有度 ・確信度共 に強い とい う

結果が得 られた。 これは、先行研究の結果 と照 らし合わせ ても、PDIが 妄想的観 念を測 るにあたって極めて妥当な

尺度である事 を示 していると言える。 とはいえ、本調査では、被験者数 が少な く詳細 な分析が困難であった。従って、

今後は被験者数やPDIの 項 目内容 にも十分配慮 した上で、綿密な研 究を続けてゆきたい と考 えてい る。

1.は じめ に

丹野 ・森 本 ら(2004)は 、PDIを 日本 語訳 し、信 頼 性 と妥 当性 を検 証 した。 そ して 、PDIを 用 い て統合

失 調症 患者 と健 常者 の妄想 的観 念 を比 較 した 結果 、 その得 点 自体 の差 は得 られ なか った が、 両者 間 にお い

て 苦痛 度 と心 的 占有度 に差 がみ られ た と記 して い る。 また 、考 察 で は、PDIが 妄想 す べ て を把 握 で き るわ

けで はない と し、今 後 、項 目の改 良が 必要 で あ る と述 べ てい る。 そ の他 、臨床 場 面 での症 状 評価 だ けで は

な く、健 常者 を対象 と した 予 防的介 入 の際 に も使 用す るこ とが で きる と も示 唆 して い る。 これ を受 け、筆

者 はPDIの 項 目分 析及 び尺 度 の信 頼性 を検 討 す る こ とに した。PDIは 、 丹野 ・石 垣 ら(2000)が 作成 した

妄想 観念 チ ェ ック リス トの よ うに 、因 子 ご とに分 かれ てお らず、妄 想 的観 念 の項 目の調整 が 必要 とな る可

能性 が あ る。 また 、妄想 的観 念 は 「他者 」 の存 在 が前 提 とな る こ とが多 い。 丹野(1987)は 、 自己の 中 の

他 者 す なわ ち 「内在他 者 」 に焦 点 を 当て、 統合 失調 症 にお け る 「公 的 自己意識 が 私的 自己意識 を侵 害 す る

事 態 」 にっ い て論 じた。 この こ とを踏 ま え、本研 究で は、 内在他 者 と妄 想観 念 の 関係 にっ い て調 べ る こと

も 目的 とし、 自意 識尺 度(菅 原 、1984)と 他 者 意識 尺度(辻 、1993)を 、PDIと 併 用 して調 査 に用 い る こと

に した。 これ に よって 、 自意識及 び 他者 意識 と妄 想観 念 との 関連性 を検 討 したい と考 えてい る。

2.妄 想 的 観 念 に つ い て

1)妄 想 の 定 義

一般 的な 妄想 の 定義 は、 「根 拠 の な い主 観 的 な想像 や 信念 、 病 的原 因 に よ って起 り、事 実 の経 験や 論 理

に よって は容 易 に訂正 され る こ とが な い」 と広辞 苑 に記 され て い る。 これ は、 ご く一般 に抱 か れ てい る妄

想 に関 す るイ メー ジ と一 致 して い る。 しか し、これ だ けで は臨床 的 な妄想 様 の全体 を知 る ことはで き ない。

心理 臨 床 大事 典 は、 妄想 に関 して次 の よ うに記 して い る。 「妄 想 とは病 的 な状 態 か ら生 じた誤 っ た判 断

あ るい は思 考 内容 で あ り、通 常 に比 べ て な み なみ な らぬ 強い 確信 を も って 固持 され 、 いか な る説 得 や 現

実 体験 に よっ て も訂 正 され ず 、多 少 とも現実 に あ りえ ない側 面 を含 んで い る、 とい う外 面的 特徴 が あ る」。

この方 が、 前述 の定 義 よ りも妄想 の有様 につ いて具 体 的 にイ メー ジ しや すい で あろ う。

また 、DS臨IV(㎞ericanPsychiatricAssociation,1994)に よる と、妄想 とは 、 「外 的現 実 に対 す る

間違 った推論 に基づ く誤 った確 信 で あ り、そ の矛盾 をほ とん どの 人 が確信 してお り、矛盾 に対 して反 論 の

余 地の な い明 らか な証 明や 証 拠 が あ るに もか か わ らず 、強 固 に維持 され る」 と定義 され てい る。 そ して 、

この 定義 は、Jaspersの 古典 的 な精神 病 理学 に基 づ いて い る と言 われ てい る(丹 野 ・石 垣,2000)。Jaspers

は、妄 想 の特 徴 と して、 ①主観 的 に強い 確信 を持 つ こ と、② 経験 上 こ うで あ るはず だ とか こ うだ か ら こ う

な る とい う正 しい論 理 に従 わせ る こ とが で きな い こ と、③ あ りえ ない 内容 であ る こ と、の3点 を挙 げて い る。

また 、Jaspersは 、 心理 学 的 に了解 し得 ない"真 正妄 想"と 了解 し うる"妄 想 的観 念"に 分 け、前 者 は統
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合失調症に特有であるとし、後者にはうっ状態や躁状態の妄想、健常者にも見られる支配観念などが含ま

れるとした。しかし、丹野 ・石垣らは、「実際には必ず しもこの区別は明確ではなく、統合失調症におい

ても上記の三っの特徴を満たさないような中途半端な妄想も多くみられ、妄想は統合失調症以外の障害に

も多く出現し、また、被害妄想的な観念は健常者でも珍しくない」、という見地を示している。

よって、妄想が患者と健常者の間に非連続的に存在するものではなく、境界線を引くことのできない連

続的なものであるという見方が強くなってきていると考えられる。先行研究が示すように、確かに、妄想

に対して明確な線引きをすることは難しい。従って、本研究においても、患者 と健常者の問に区別をつけ

ない立場で"妄 想的観念"を 取り上げていきたいと思う。

2)妄 想の種類

周知の通り、妄想には多様な種類があり、その妄想によって呈する様相も様々である。「一次妄想は統

合失調症に特異的に出現されるとされ、比較的急速に、これといった正常心理から了解される理由なしに

不合理な思考が起こり、直観的に確信されるものである。この体験を正常人が直接追体験することは不可

能であり、ただ病者自身の表現や客観的観察をもとに、ある程度の推測的了解を行いうるのみである、と

いう意味で了解不能性をもつ。また一次妄想は、その体験のあり方から、妄想気分、妄想知覚、妄想着想

に分類 される。それに対 して、二次妄想は、環境、体験、性格などに由来したり、一時的な感情状態から

導かれたり、幻覚、錯覚などの解釈の結果出現 したものとして、心理学的に了解できる妄想であり、元に

なる体験が消失すれば、妄想も消退する。・また、妄想はその主題内容からも分類される。臨床的には、被

害妄想、微小妄想、誇大妄想の三群に大別される」(心理臨床大事典,859頁)。 この分類の詳細は、丹野・

石垣らの作成した妄想観念チェックリス トにも記されている。それによると、妄想的観念の中で負の感情

を帯びたものは、疎外観念、微小観念、被害観念、加害観念に、正の感情を帯びたものは、庇護観念、自

己肯定観念1被 好意観念、他者操作観念にそれぞれ分けられていた。このように、妄想の内容や形態は多

岐に渡っており、その全体を網羅することは極めて困難な作業である。

3)妄 想 と精 神 ・身 体 的 疾 患

妄想 は統合 失 調 症 を初 め と した 多様 な 精神 的 、身 体 的疾 患 と深 い 関係 を持 っ てい る。 「身 体 的基 盤 の あ

る状態 、器 質性 精 神病 、 申毒 性精 神病 、 て んか ん性 精神 病 、老年 痴 呆 な どに伴 って 出現す る妄 想 は 、大脳

の機 能 障害 か ら因 果 関係 的 に導 かれ る身 体症 状 と同 じ次 元 の症 状 とも と らえ られ るが 、 メ ラン コ リー 気質

とか、逆 に秩 序性 を欠 如 した性 格 な どを有 した病 者 が、身 体 疾患 や性 格 か ら孤独 にな る とい う状 況で 出現

す る こ とも多 く、心理 学 的 に了解 し うるこ とがあ る」(心 理 臨床 大事 典,859頁)。

妄想 と深 い 関係 の あ る精神 的疾 患 には 、統 合失 調症 、パ ラ ノイ ア、双極 性 障 害 、妄 想 性 人格 障害 な どが

挙 げ られ る だ ろ う。 中で も統合 失調 症 の妄想 につ いて は、そ の"奇 異 さ"に つ い て多 く語 られ て きた。 「心

や 体 の統 制 の喪 失 を表 して い る よ うな妄想 は 一般 に奇 異 と され 、 これ には 、外部 の力 に よって 自分 の 考 え

が 引き抜 かれ て しま った とい う確信("思 考 奪 取")、 自分 の もの では ない 考 えが心 の 中 に入 れ られ て しま っ

た とい う確信("思 考 吹入")、 体 や動 作 が外 部の 力 に よって操 作 され てい る とい う確信("被 支 配妄 想")な

どがあ る」(DSM-IV,293頁)。 一般 的 に は、 こ うい った統 合失 調 症 の妄想 の特 異性 が そ のま ま信 じられ て

きた経 緯 が あ る。 しか し、 丹野 ・石 垣 ら(2000)は 、健 常者 も、 患者 と同 じく、 場合 によ って は患者 以 上

に妄想 様観 念 を有 す る 可能性 のあ る こ とを示 して い る。 これ は、 妄想 とい う現象 が 、健 常者 と患 者 の 明確

な 区別 な く起 こ り得 る もので ある とい うこ とを表 す も ので あ る。

それ か ら、DSM-IVに は、統合 失 調症 の他 に妄 想性 障 害(DelusionalDisorder)の 診 断 的特徴 が記 され

てい る。 その診 断 基準 は、Table1の よ うにな って い る(DSM-IV,319頁)。 また 、妄想 性 障害 とは対 照 的

に、妄 想性 人格 障 害(ParanoidPersonalityDisorder)で は、明 らか なま たは持 続 的な妄 想 的確信 はない 。

その診 断 基 準 を以 下 に記載 す る(Table2)。 これ らをみ る と、妄想 が 広範 囲 の疾 患 に 出現 す る もので あ る

こ とが よ くわ か る。 さ らに、 内容 を吟 味 して み る と、 後述 す るPDIの 項 目や 自意 識 ・他者 意識 に非常 に関

連 が あ るよ うに思 われ た。 妄想 の大 半は 、そ れ が実在 す るか ど うかは別 と して、 自己 の内 部 で 「他 者 」の
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存在を前提として出現 している。その他者は、身近な人物であったり、神や仏であったりするが、筆者に

は妄想が 「自己の内部に存在している他者」との対話や格闘のように思えてならないのである。この内的

な他者 との関係は、後の自意識 ・他者意識の項で記述する。

Thble1妄 想性障 害(DelusionalD沁01Uer)の 診 断基 準

A奇 異でない内容の妄想(す なわち、現実生活で起こる状況に関するもの、例えば追跡されている、

毒を盛られている、病気をうつされる、遠く離れた人に愛される、配偶者や恋人に裏切られる、病気

にかかっている)が 少なくとも一ヶ月間持続する。

B.精 神分裂病の基準Aを 満たしていないこと 注:妄 想性障害において、妄想主題に関連したものな

らば幻触や幻嗅が出現してもよい。

C.妄 想またはその発展の直接的影響以外に、機能は著しく障害されておらず、行動も月立って風変わ

りであったり奇妙ではない

D.気 分エピソー ドが妄想と同時に生じていたとしても、その持続期間の合計は、妄想の持続期間と比
べて短い。

E.そ の障害は物質(例:乱 用薬物、投薬)や 一般身体疾患による直接的な生理学作用によるものでは

ない

嘔ble2妄 想性 人格障 害(Pa㎜idPe賞sonalityDj80rder)の 診 断基準

A.他 人の動機を悪意のあるものと解釈するといった、広範囲な不信と疑い深さが成人期早期までに始

まり、種々の状況で明らかになる。以下のうち4つ(ま たはそれ以上〉によって示される。

(1)十 分な根拠もないのに、他人が自分を利用する、危害を加える、またはだますという疑いをもつ。

(2)友 人または仲間の誠実さや信頼を不当に疑い、それに心を奪われている。

(3)情 報が自分に不利に用いられるという根拠のない恐れのために、他人に秘密を打ち明けたがらな

い。

(4)悪 意のない言葉や出来事の中に、自分をけなす、または脅す意味が隠されていると読む。.

(5)恨 みをいだき続ける。つまり、侮辱されたこと、傷つけられたこと、または軽蔑されたことを許

さない。

(6)自 分の性格または評判に対して他人にはわからないような攻撃を感じ取り、すぐに怒って反応す

る、または逆襲する。

(7)酬 賭 または性的伴侶の貞節に対 して、繰 り返し道理に合わない疑念をもつ。

B。精神分裂病、「気分障害、精神病性の特徴を伴 うもの」、または他の精神病性障害の経過中にのみお

こるものではなく、一般身体痴患の直接的な生理学的作用によるものでもない。

注1精 神分裂病の発症前に基準が満たされている揚合には、"病削 と付け加える。例:"妄 想性人格障

害(病 前)"

3.P田 とそ の 他 の 妄 想 に 関 す る 尺 度

1)PDIの 概 要

Petersら(1999)は 、①簡 便 な症 状評 価 と②連 続 的 な測定 の2点 を実 現す るた めに 、妄想 と妄 想 的観 念

の両方 を測定す る 自己記 入 方式 尺度PDI(PetersetalDelusionsInventory)を 開発 した。 由崎 ら(2004)

は、PDIを 日本 語訳 し、そ の信 頼性 と妥 当性 の 検証 を試 み た。PDIは 、 現在 症診 察 表 の質 問項 目を も とに

作成 され た40項 目か ら構 成 され てい る。被 験 者 は まず 妄想 につ い て記 述 され た 項 目につ い て、 思 い浮 か

んだ こ とが あるか ど うか を2件 法(は い ・いい え)で 回答す る。40項 目の うち 「はい」 と回答 した項 目に

つ い ては 、 「思い 浮か ん だ とき に どの く らい 苦 しい か(苦 痛 度)」、 「どの くらい頻繁 に思 い浮 かべ るか(心
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的 占有 度)」、 「どの く らい本 当だ と思 うか(確 信 度)」 を5件 法 で評 定 す る。 そ して 、それ ぞれ の値 を個 人

ご とに集 計 し、 妄想 得 点(40項 目の うち 「はい 」 と回 答 した数)・ 苦痛 度 ・心 的 占有度 ・確信 度 の4っ の

次 元 につ い て得 点 を算 出で き る よ うにな って い る。 なお 、本 研 究 にお い ては 、妄想 得 点 を 「YES得 点」 と

称 して記 述 して い る。 ・

山崎 らに よる と、PDIの 信 頼性 は検証 され たが 、妥 当性 につ いて は全 て の妄想 をカバ ー す る には不 十分

で あ る とい う結果 が 出て い る。 また 、彼 らは 、PDIが 統合 失調 症 患者 の妄 想 の 一部 しか測 定 で きてい な い

こ とに も言 及 し、① 妄 想 は 「あ る 一な し」 で測 定で き る よ うな単純 な現 象 とは言 い に く く、 多次 元的 な現

象 と考 え られ る こ と、 ②患 者 と健 常者 で は 、苦痛 度 と心 的 占有度 の次元 で 差 が ある こ とが示 唆 され た、 と

述 べ て い る。 この こ とか ら、PDIは 高い信 頼 性 を有 す る もの の、妄 想 のす べ て を把握 で きるわ け では な い

ことが わか る。本論 で は、先 行研 究 を踏 ま え、項 目の改 良 も視野 に入 れ たPDIの 再検 証 とい う 目的意識 を持 っ

て調 査研 究 を行 うもの とす る。

2)妄 想 観 念 チ ェ ッ ク リス ト ΦICDとPDI

PDIの 他 に妄想 的観 念 を測 定す る尺 度 と して 、 この 項で は 、丹 野 ・石垣 ら(2000)の 作 成 した妄想 観 念

チ ェ ック リス ト(DelusiQnalIdeati。nCheck-List)を 挙 げ よ うと思 う。DICLは 負 の感情 をもつ30項 目

と正 の感情 を もっ21項 目の計51項 目か らな る質 問紙 であ る。 それ ぞれ の項 目につ いて 、「全 くない 」、 「た

まに あ る」、「よ くあ る」 の3件 法 で回答 を求 め、そ れぞ れ1,2,3と 配 点す る。 因子 分析 の結 果 、疎外 観念 、

微 小観 念 、被 害観 念 、加 害観 念 、庇護 観 念 、 自己肯 定観 念 、被 好意 観 念 、他者 操 作観 念 の8っ の尺度 に分

かれ、 広範 囲 の観念 を扱 うことが でき る こ とが特 徴 となっ てい る。 これ に対 して 、PDIはDICLほ ど項 目に

多 様性 が見 られ な いた め、妄 想 的観 念 を広範 囲 で捉 え られ る こ とは難 しいか も しれ な い。

さ らに 、DICLを 用 い た調 査結果 には 、健 常 大学 生 の多 くが妄 想 と同 じ内容 の観 念 を体 験 して お り、特 に、

疎 外 ・微小 ・加 害 な どの観 念 は ほ とん ど全員 が 体験 してい た こ とが 明 らか にな った と報告 され てい る。 こ

れ は、 健 常者 もかな りの割 合 で妄 想 的観 念 を抱 く とい うこ とを検証 す る もの で あ り、妄想 的観 念 が非 連続

的 で ない もの で ある こ とに繋 が る結果 で あ る。 従 っ て、本 調査 でPDIを 使 用 す る際 も、妄 想 の非 連続 性 に

っ いて 考慮 す る事 を忘れ て はな らないで あ ろ う。

4.妄 想 と自意識 ・他者意識

1)自 意識尺度と他者意識尺度

妄想が 「他者の存在」と深く関わっているという推察は先にも述べた。そこで、本項では、妄想と関係

があると思われる自意識と他者意識について再確認することを目的とする。

まず、自意識尺度な、自分自身にどの程度注意を向けやすいかの個人差(自 意識特性)を 測定するもので、

菅原(1984)が 開発した。'この尺度は公的自意識と私的自意識の2つ の下位尺度によって構成されている。

私的自意識 とは、自分の内面 ・気分など、外からは見えない自己の側面に注意を向ける程度の個人差を示

すものであり、公的自意識はζ自分の外見や他者に対する行動など、外から見える自己の側面に注意を向

ける程度の個人差を示すものである。

次に、他者意識尺度であるが、この尺度は辻(1993)に よって開発された、他者への注意の向けやすさ

や注意を向ける方向を測定する為の尺度である。他者意識尺度は、以下の3つ の下位尺度から構成されて

いる。①他者の気持ちや感情などの内的情報を敏感にキャッチし、理解 しようとする意識や関心を 「内的

他者意識」といい、②他者の化粧や服装、体形、スタイルなどの外面に現れた特徴への関心を 「外的他者

意識」とい う。また、③他者にっいて考えたり、空想をめぐらせたりしながら、その空想的イメージに注

意を焦点づけ、それを追いかける傾向を 「空想的他者意識」とい う。筆者は、この 「空想的他者意識」が、

後述の 「内在他者」に近い要素を持ち、妄想的観念と関連があるのではないかと考えている。

そこで、本論では、これらの自意識 ・他者意識尺度とPDIを 共に用い、その関連性を明らかにすること

を目的の一つとする。
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2)妄 想 と内 在 他 者 に つ い て.

丹野 ら(1987)は 、 統合 失 調 症 の 自己論 的解釈 の 中で 、公 的 自意 識 にお け る 「他者 」 とは、 「他者 一般

のイ メー ジ」 と も言 うべ き で あ り、他 者 が 自分 の 中に 内在化 され た もの と してい る。 そ して、 そ のイ メー

ジ を現 実 の他者 と区別 して 、 「内在 他者 」 と呼ん で い る。 そ して 、公 的 自己意識 が 私 的 自 己意 識 を侵 害 す

る事 態 につ いて 以下 の よ うに言及 して い る。 公 的 自意 識 の 高ま りに よって 、相対 的 に私 的 自己意 識 が衰 弱

し、 自己の他 者化 が さ らに進 め ば、 「自分 が ～す る」 とい う能動性 を弱 め、 「他者 が ～す る」 とい う感 じを

強 める。 この状態 を、 自他 逆 転 の現象 とい う。っ ま り、他 者 が 自分 の 中に侵 入 し、 自分 の行 為 の主体 性 が

他 者 に奪 われ 、 自分 と入れ 代 わ った よ うな感 じ として体 験 され る ので あ る。 これ は、肥 大化 した内在 他者

が あたか も実 在す る他 者 の よ うに感 じ られ 、 それ に よ って私 的 自 己が侵 害 され る とい う病 的 で深刻 な事態

で あ る。 この状 態 が重篤 に なれ ば、 自他 の間 がつづ ぬ け とな るよ うな統合 失調 症 の症状 に繋 が って ゆ く。

と もか く、 「内在他 者 」 す なわ ち 自己の 中 にあ る他者 イ メー ジ は、妄 想 的観 念 と結 び つ きやす い こ とは

確 かで あ ろ う。 さ らに、 内在 他者 に近接 した もの と して 、先 に挙 げた 「空想 的他 者 意識 」 があ る。 筆者 は 、

この 「空想 的他 者 意識 」 が妄想 的観 念 と何 らかの 関 わ りが あるの で はな いか とい う仮 説 の も とに、以 下 の

よ うな調 査 ・分析 を行 った。

5.方 法

予備 的研 究 とい うこ ともあ り、 また 、健 常者 の 中に も しば しば妄想 的観念 がみ られ る とい う先行研 究 の

結 果 か ち、 健 常大 学生 を対象 と し、大 学 の講義 時 間 を利 用 して質 問紙 調査(PD工 日本 語版 ・自意 識 尺度 ・

他 者 意 識 尺 度)を 実 施 した。 さ らに 、本 調 査 で有 効 回 答 が 得 られ た100名(男 性54名 、 女性46名)に

っ いて統 計 的検 定 を行 った。 対 象者 の 平均 年齢 は 、19.79(19～25)歳 で あ った。 なお 、実 際 に配布 した

PDIの 質 問項 目を巻 末 に添付 す る。

6.結 果 と考 察1

1)PDIの 信 頼 性 と項 目分 析

内的 整合 性 の指 標 で あ る α係 数=0.84は 、 先行 研 究 に近 く、 比 較 的 高い 値 で あ った。 こ の こ とか ら、

PDIが 安 定 した指標 で ある こ とが再確 認 され た。 ま た、 自意 識 尺度 につい て は α=0.84、 他 者 意識 尺 度 で

も α=0.86と い う高 い信 頼係 数 が得 られ た。 次 に 、PDIに お いて 、 「はい 」 と答 えた 項 胃に対 して1点 を

与 え、 そ れ を集計 した もの を 、YES得 点 と した(平 均 値:10.03,最 小値:0.0,最 大 値:26,0,標 準 偏差

は6.08)。 全 体 と して は、 「いい え」 と答 え る項 目が多 か った が、 その 中で 「はい」 とい う項 目もい くつ か

み られ た。項 目ごとにカ イ2乗 検 定 を行 った ところ、YES得 点が有 意 に高 か ったの は、項 目4.「 あ なた は

自分の感 情や 行動 が コ ン トロール で きて いな い よ うに感 じた こ とが あ ります か?」(κ?=10.24,df=1,

p<0.01)、 項 目6.「 あなた は誰 かが あ なた につ いて思 わせ ぶ りな こ とや 、二 重 に受 け取れ る意 味 の事 を言 っ

た りしてい る と感 じた こ とは あ ります か?」(κ?=14.44,df=1,pく.001)、 項 員9.「 あな たは 見か

け とは全 く違 うとい う人 がい る と感 じた こ とは あ ります か?」(κ?=19.36,df=1,p<.001)で あ った。

さ らに 、各項 目 とPDI得 点 の相 関係数 を求 めた所 、項 目29、34、38を 除 いた他 のすべ て の項 目におい て、

有 意 な正 の相 関がみ られ た。 この結 果 か らも、PDIの 内 的整合 性 が 高い こ とが再 検 証 され た と言 え るで あ

ろ う。

2)PDIと 自意 識 尺 度 ・他 者 意 識 尺 度 に う い て の 統 計 的検 定

①P田 と自意 識 尺度 ・他 者意 識尺 度 との 関連

まず 、男 女 間のPDI得 点 の平 均 にっ い てt検 定 を行 った所 、有意 差 はな か った。 そ こで 、以下 、男 女 込

み に して検 定 を行 うことに した。

そ して 、 自意 識 ・他 者意 識 得 点 の平 均値 で、被 験 者 を以 下の4群 に分類 し、PDIと の関連 を分析 した。

自意識 ・他 者 意識 共 に高 い者 をHH群(44名)、 自意識 が 高 く他 者意 識 が 低 い者 をHL群(12名)、 自意 識
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が低 く他 者 意識 が高 い者 をLH群(10名)、 両方 と も低 い者 をLL群(34名)と し、YES得 点 ・苦痛 度 ・心

的 占有度 ・確 信度 との関連 につい て 、それ ぞれ 棒 グ ラフで示 した(Figure1、2、3、4)。 また、PDIのYES

得点 を従 属 変数:として、 自意識 ・他 者意 識 との 関連 を調 べ る為 、二元 配 置分 散分 析 を行 った 所 、 自意 識 の

主効 果 がYES得 点 に関 して有 意 で あ った(F(1,96)=6.10,p<.05)。 さ らに、 苦痛 度 ・心 的 占有 度 ・

確 信 度 につ い て も 同様 に分 析 した 。 そ の結果 、心 的 占有 度(F(1,96)=2.94,p<.10)及 び確 信 度(F

(1,96)=3.76,p<.10)に おい て 自意識 の 主効果 の傾 向がみ られ た。 これ らの結 果か ら、 自意 識 の高 い

者 が そ うで ない者 よ りも妄想 的観 念 を抱 きやす く、心 的 占有度 、確 信度 とも強い傾 向に あ る ことが検 証 さ

れ た。 いず れ の分 析 にお い て も他 者 意識 の 主効 果 は有意 では な く、 明確 な結果 が 得 られ なか っ たが 、 この

こ とは被験 者 の総数 が少 ない こ とに起 因 してい るの か も しれ ない。

さ らに 、PDIのYES得 点及 び 自意識 ・他者 意識 の3変 数 の相 関 関係 を調 べ た所 、 自意 識 と他 者意 識 の 間

に比較 的 高 い相 関 がみ られ た(r=.68,p<.01)。 これ は、 自意識 得 点 の高 い者 は他者 意 識 も高 い傾 向

にあ り、逆 もま た然 りで あ る こ とを示 してい る。 なお 、YES得 点 と 自意識 ・他 者 意識 の間 に正 の相 関 が あ

る こ とが わ か っ た(自 意 識:r=。41,p<。01,他 者 意 識:r=.30,p<.01)。 この 結 果 と、 上 の 分

散分 析 を総 合 的 にみ る と、 自意 識 がPDI得 点 に関係 して い る こ とは明 らか で あ る。他 者 意識 につ いて は 、

PDIと 正 の相 関の あ る ことは確認 でき たが 、一方 で分 散 分析 にお いて は 主効果 の有 意性 は示 され なか った。

しか し、正 の相 関が 存在 す る とい うこ とは 、他者 意識 が何 らか の意 味 でPDIと 関係 が あ るこ とを示 す もの

と思 われ る。 そ こで 、 自意識 ・他 者意 識 の 下位 尺 度 がPDIと 関係 して い る可能性 も考 え られ る為、 その こ

とにつ いて詳 細 に分析 を試 み る こ とに した。
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②PDIと 自意識 尺 度 ・他 者意 識尺 度 の下位 尺 度 との関 連

公 的 自意識 の 平均 点 を基 準 に,公 的 自意 識 高得 点群 と公 的 自意 識 低得 点群 の2群 を設 定 し、YES得 点 を

従 属変 数 と して 両群 の比較 をt検 定 で行 っ た。 その結 果公 的 自意識 高得 点群 が 、公 的 自意 識低 得点 群 よ り

有 意 にYES得 点 が高 い こ とがわ かっ た(t(98)=3.45,p<,001)。 さ らに 同様 の分析 を苦 痛度 、 心的

占有度 、確 信度 につい て も行 っ た。 いずれ の分析 に お いて も公 的 自意識 高得 点 群 が、公 的 自意 識低 得 点群

よ り、 それ ぞれ の得点 が低 い こ とが わ かっ た。 苦痛 度 で は(t(95.5)=4.11,p<.001)、 心的 占有度

で は(t(98)=3.68,p<.001)、 確 信 度 で は(t(98)=3.15,p<.001)と な っ た。 次 に私 的 自

己意 識 の平 均点 を基準 に、私 的 自意識 高 得 点群 と私 的 自意 識低 得 点群 の2群 を設 定 し、YES得 点 を従 属 変

数 として両群 の 比較 をt検 定 で行 った。 そ の結 果 私的 自意 識 高得 点群 は、私 的 自意識 低得 点群 よ り有 意 に

YES得 点が 高 い こ とがわ か った(t(98)=2.37,p<.05)。 さ らに 同様 の分 析 を苦 痛 度、 心 的 占有度 、

確 信度 につい て も行 った。 苦痛 度 では(t(95.5)=1.83,pく.1)、 心 的 占有 度 で は(t(98)=1,71,

p<.1)、 確信 度 で は(t(98)=1.97,pく.1)と 群 の効 果 はいず れ も傾 向で あ った。

妄想 的観 念 と自意 識 お よび他者 意識 の関連 を さらに詳 しく分析 す るた めに 、YES得 点 を従属 変数 として 、

公 的 自意識 の得 点、私 的 自意 識 の得 点 、内 的他者 意 識 の得 点、 外 的他者 意 識 の得 点、 空想 的他 者意 識 の得

点 を独 立 変数 と して重 回帰 分析 を行 った。YES得 点へ の標 準 偏回 帰係 数 が有 意 だ った もの は空想 的他者 意

識 のみ で あ った。 した が って 空想 的他者 意 識 がYES得 点 ともっ とも関連 が強 い こ とが 明 らか とな った。 し

か しR2=.164で あ るこ とか ら説 明率 が低 く、結果 の 解釈 は慎 重 に行 う必要 が あ ろ う。

臓ble3

標 準 偏 回 帰 係 数(従 属 変 数:YES得 点)

独 立 変 数YES得 点

公的自意識

私的自意識

内 ・ 忌識
'忌 口

空想的他者意識

塑

.190、

.161

.047、 『

一
.038

.405鼎

.164

*「ρ<91

7.ま とめ と今後の展望

この調査から、PDIの 信頼性が検討され、自意識及び他者意識の高い者、特に、自他両方に対して意識

の高い者は、それらの意識が低い者よりも妄想的観念を持ちやすい傾向にあり、それによって強い苦痛を

感じていることがわかった。そして、下位尺度を用いた解析では、t検 定によって、妄想的観念及び、頻度、

心的占有度、確信度に対して公的自意識が関連していることが示され、重回帰分析においては空想的他者

意識が最も関連の強い要素であるという結果が得られた。これらの結果からすると、公的自意識の強い人、

すなわち常に他者のことを気にかけている人は、妄想的観念を抱きやすく、またその妄想的観念によって

苦 しみ、悩まされる傾向が強いことが推察される。彼 らの妄想による苦痛が強いのは、おそらく妄想的観

念が心を占めている頻度も高いからであろう。また、彼らは妄想に対して確信度が強く、苦痛や頻度はそ

の確信度の強さと比例 しているのかもしれない。これ ら三者の関係は今後より詳細に検討される必要があ

る。また、妄想的観念に対 して公的自意識 と空想的他者意識が関連を示したという結果から、妄想的観念

を持ちやすい人は、何らかの要因によって他者意識が通常よりも活性化されており、それによって空想的

他者が 「内在他者」に近い形を取って自己の内部に侵入している状態にあると推察できるのではないだろ

うか。

本研究では、丹野の 「公的自己意識が私的自己意識を侵害する事態」という論説の全てを検証できたわ

けではないが、「空想的他者」すなわち 「イメージにおける他者」が妄想的観念 と結びついていることに
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っいては、ある程度の見通しが立ったように思われる。しかし、この空想的他者と妄想的観念の関係につ

いては、今回の尺度だけでは測 り知れない部分を残 しており、特に 「空想的他者」のイメージについては

その定義やモデルなど根源的な所から見直すべき点が多い。筆者が強調したいのは、「空想的他者」は単

なる他者イメージというだけではなく、それが 「内在他者として活性化された自己の一部」であるという

可能性である。そこで、この 「内在他者イメージ」について、その表層的なものに留まらず、多面的な視

点から掘り下げるように再検討したいと考えている。

また、今回の分析ではPDIの 妄想的観念について、因子分析を行っておらず、一つ一つの妄想的観念項

目についても分析が不十分であるので、自意識及び他者意識の高い人がどのような内容の妄想を抱きやす

いのか、という点についての分析が現段階では不足 している。よって、尺度の改良の為にも妄想観念の内

容について、詳しく分析を続けねばならない。また、臨床群に対する診断表を元に作成された質問紙を、

健常群に対する質問紙と混在した形で調査することそのものも見直さなければならないであろう。このよ

うに課題が多い中、すでに最新の研究では、PDIは21項 目に削減されており、今後はそれらの項目につい

ても調査、検討が必要になっている。特に、ブー ドゥー教のように本邦においては馴染みの薄い項 目が残

存しているので、項目の内容に添うように改変したい。現段階では、「あなたはこっくりさんのようなオ

カル ト的なものを信じていますか?」 といった項目に変換することを検討中である。

最後に、本研究では被験者数が少なく、十分な解析が行われたかどうかについて不明瞭な点が残る。 し

たがって、今後の目標 としては、まず全体の被験者数を増や し、「空想的他者 と妄想的観念の関連性」に

っいて十分に説明し得るような新たな尺度の導入を模索し、今回よりも結果分析をより明確に説明できる

ような研究を継続してゆきたいと思 う。
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9.添 付 資 料PDI(日 本 語 版)質 問 紙

この項 目は考え方についてお尋ねするものです』以下

に普通の人にも良く見 られる考え方や体験が書かれて

いま弘 正 しい答えや間違った答えというものはあり

ません。できるだけすべての質問に答えてくださし㌔

質問に 「はい」、と答えた場合には、そのような体

験が、①どのくらい苦痛瓜 ② どのくらい頻繁に考え

るか、③どのくらい本当だと思 うか、を答えてくださ

い。①②③については、ページの右側にある1～5の

うち最 もあてはまるものに丸をっけてください。

① どのくらい苦

痛か

② どのくらい頻

繁に考えるか

③ どのくらい本

当だと思 うか

全 あ ど か と

雛1
な で な で で
い な い あ あ

い る る

ほ あ ど か い
と ま ち な つ

雛懲
え た な て て
た こ い い い
こ と る る
と が
が な
な い
い

全 あ ど か 完
く ま ち な 全

難講
と だ な だ だ
思 と い と と
わ 思 思 思
な わ う う
い.な

い

1.あ なたは何かの力によってコント

ロールされているかのように感 じた

ことがありますか?

はい ・いいえ 12345 12345・ 12345

2.あ なたはまるで意志を持たないロ

ボッ トか抜け殻みたいに、人や ものに

とりつかれているかのように感 じた

ことがありますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

3.あ なたは自分自身ではない他の力

によって、自分が支配されているとい

う感じはあ りますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

4.あ なたは自分の感情や行動がコン

トロールできていないように感 じた

ことがありますか?

は い ・いいえ 12345 12345 12345

5.あ なたは人やものが、あなたの心

を操っているように感 じたことがあ

りますか?

はい ・いい え 12345 12345 12345

α あなたは誰かがあなたについて思

わせぶりなことや、二重に受け取れる

意味のことを言った りしていると感

じたことはありますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

7.あ なたはテ レビや新聞な どを見

て、これは自分のことを言っているの

だ と感 じたことがありますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12.345

8.あ なたは誰もかれもあなたの噂を

しているかのように感 じたことがあ

りますか 孚

はい ・いいえ 12345 12345 12345

9.あ なたは見かけとは全く違 うとい

う人がいると感じたことはあります

か?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

10.あ なたは周 りの物事が現実的で

なかったり、まるであなたを試すため

の実験が行われているかのように感

はい ・いいえ 12345 12345 12345
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じたことがありますか?

11.あ なたは誰かがあなたをわ ざと

傷 つけようとしているかのように感

じたことがありますか?

はい ・いい え 12345 12345 12345 .

12.あ なたは何 らかの方法で迫害 さ

れているように感 じたことがあ りま

すか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

13.あ なたはあなたに対する陰謀が

あるよ うに盛 じたことがあ ります

か?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

14,あ なたはある組織桝幾関(暴力団

のような)があなたに恨みを抱いてい

ると感 じたことがありますか?

はい ・い いえ 12345 12345 12345

1翫 あなたは誰か もしくは何かがあ

なたを見張っているように感 じたこ

とがありますか?

はい ・いい え 12345 12345 12345

16.あ なたは特別な能力や権力など

を持っているように感 じたことがあ

りますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

17.あ なたはあなたの人生に特別な

胃標や使命があるように感 じたこと

がありますか?

はい ・いいえ 12345 12.345 12345

1&あ なたは不思議なカが働いて蹴

の中を良くしているように憾 じたこ

とがありますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

19.あ なたは自分が重要人物である、

または重要人物になると運命付けら

れているように感 じたことがありま

すか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

20.あ なたは自分がとても特別な、も

しくは普通でない人間であるかのよ

うに感 じたことがありますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

21.あ なたは窃分がキ リス トや神 ・仏

に特に近いように感 じたことがあ り

ますか?

はい ・いい え 12345 12345 12345

22.あ なたは人間はテレパシーで交

僧できると思いますか?

はい ・いいえ 1234.5 12345 12345

23.あ なたはコンピュータのような

電子機械があなたの考えに影響を与

えるよ うに感 じたこ とがあ ります

か?

はい ・いいえ 12346 12345 12345

24,あ なたはあなたの周りに奇妙な

方法であなたに影響を与えるカがあ はい ・い いえ 12345 12345 12345
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るように感 じたことがありますか?

25.あ なたは何 らかの方法で、神に選

ばれたように感 じたことがあ ります

か?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

26.あ なたは魔法やブー ドゥー教 オ

カル ト的な力を僑じていますか? は い ・いいえ 12345 12345 12345

27.あ なたは配偶者やパー トナーが

浮気をしているかもしれない といっ

も心配 していますか?

はい ・いい え 12345 12345 12345

28.あ なたは自分の臭いで他の人が

不快になっていると恩いますか? はい ・いいえ 12345 12345 12345

29.あ なたは特殊な方法で自分の体

が変わったように感 じたことがあり

ますか?.

はい ・いいえ 12345 12345 12345

30.あ なたは見知らぬ他人が自分 と

セ ックス したがっていると思います

か?

はい ・いいえ 12.345 12345 12345

31.あ なたは普涌の人よりも自分は

罪深いと感 じたことがありますか? はい ・いいえ 12345 12345 12345

32.あ なたは自分の外見のせいで他

の人が自分を奇異な目で見ていると

感 じたことがありますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

33.あ なたは頭の中の考えが全 くな

くなって しま うように感 じたことが

ありますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

3生 あなたは体の中が腐っているか

もしれないよ うに感 じたことがあり

ますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

35.あ なたは世界が終わるように感

じたことがあ りますか?

は い ・いいえ 12345 12345 12345

36.あ なたは自分の考えが異質なも

のに感じられますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345

37..あなたは良分の考えが鮮明すぎ

て他人に聞こえているのではないか

と心配 になりますか?

はい ・い いえ 12345 12345 12345.

3&あ なたは自分の考えが反響 して

自分に返って くるように感 じたこと

がありますか?

はい ・いい え 12345 12345 12345

39.あ なたは自分の考えが誰かもし

くは何かに邪魔 されているように感

じたことがありますか?

はいrい いえ 12345 12345 12345

40。あなたは他人が自分の考えを読

むことができるように感 じたことが

ありますか?

はい ・いいえ 12345 12345 12345
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TheRelationbetweenI)elusionaHdeationand.

seHγothersConsdousnessinAdolescence.

JSHIMITSU.Miki

Inthisstudy;theauthorinvestigatedandanaly名edtheitems.ofPDIwhichwasoriginallydevisedbyPeters

(1999).TheJapaneseversionwastranslatedby「 肱nnoet.aL(2004).TheresultofthisstudyshowedthatPDIhad

sufficientreliability.TheanalysisbetweenPDIandselfアothgrsconsciousnessrevea璽edthgtthesu切ectswhohadhigh

scoresinself」consciousnessshowedhighscoresinPDLFurtheraha蓋ysisbetwegnPDIandsub-sca璽esofse蓋flothers

consciou曲essshowedthatthesu切ectswhQhadhlghscoresinpublic-self=consciousnessandimagipa1-others-cohscio

・… 寧・t・nd・d励 ・v・d・1・ ・i…1ideati・ … 乃 ・y・ ・mp1・1・ ・d・肋 ・gdi・ 甘・・s皐㎞ ・tth・i・d・1・・i・・alidb・ 重i・・r・舶dth・y

alsoshowedhighscoresofpreoccゆa纐onandconvictionwiththeirdelusionalideationscompafedtothesu切ectswho

showedlowscoresinthebotkabovescales.Theresultsofthis..studysuggestedthatPDI.wasausefUlandrehable

scaletomeasuredelugionalldeat塁6nsinnormalpopulationasth6fbrmer.studiesinsisted.Buttheconclusionofthis

studyshouldbereservedbecausethesizeofsu切ectswassomewhatsmallandthevarletyofs㎜plingwasllmited.

Furtherstudiesareneededtoclarifytheresu璽tsofthisstudy.


